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第１章 北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）について 

 

Ⅰ 計画策定の趣旨 

 

平成 13 年(2001 年)12 月「子どもの読書活動の推進に関する法律」（法

律第 154 号）の施行に伴い、国や多くの地方公共団体で子どもの読書活

動に関わる計画が策定されました。その後、国は｢子供の読書活動の推進

に関する基本的な計画」（現在：第四次）を策定し、また、北海道におい

ても「北海道子どもの読書活動推進計画」（現在：第四次）が策定されて

います。 

本市では、平成 18 年(2006 年)４月から「北広島市子どもの読書活動

推進計画」（現在：第２次 以下、「推進計画」という。）を策定し、子ど

もが育つ様々な機会と場所において読書活動を行うことができる環境づ

くりを進めてきました。 

令和３年(2021 年)度より、「北広島市総合計画（第６次）」、及び「北

広島市教育振興基本計画」が策定されることに合わせ、本市の新たな時

代を担う子どもの読書活動を推進する取組を定めるため、新たに「北広

島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」（以下、「この計画」という。）

を策定するものです。 

 

Ⅱ 基本理念 

 

本市は、「北広島市総合計画」に基づき、今後 10 年間、「希望都市」「交

流都市」「成長都市」の３つの都市像をめざして、まちづくりを進めてま

いります。また、「北広島市教育振興基本計画」は、この３つの都市像に

ふさわしい人づくりに重点を置いて、「懐く・励む・挑む」という行動的

精神を育む教育施策を推進することとしています。 

 

 

 

 

 

子どもの読書活動の推進に関する法律 
 子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、国や地方公共団体が「子どもの読書活 

動の推進に関する計画」を策定・公表することなどを定め、平成 13 年（2001 年）12 月に成 

立、公布・施行された。 
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読書活動は、自分の意志を伝える言葉を学び、感性を磨き、表現力や

創造性を豊かなものにし、「生きる力」を身につけるための不可欠なもの

と考えます。生涯を通して読書に親しむ環境を整備し、読書活動の推進

を図ることは、本市の「北広島市総合計画（第６次）」等の実現を根底で

支える取組と位置付けられます。 

この計画は、国や北海道が策定した読書活動推進に関わる計画と、「北

広島市総合計画(第６次）」等を踏まえ、子どもたちが自由に読書活動を

行える環境づくりに家庭、地域、学校が一体となって取組む総合的な指

針とするものです。 

    

Ⅲ 計画の体系 

 

国の第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」に基づき、

子どもの読書活動推進の体系を次のとおりとします。 

 

Ⅰ 発達段階に応じた取組 

Ⅱ 家庭における取組 

Ⅲ 地域における取組 

Ⅳ 学校等における取組 

１) 幼稚園、保育所等 

 ２) 小学校、中学校等 

Ⅴ 子どもの読書への関心を高める取組 

Ⅵ 民間団体の活動に対する支援 

Ⅶ 普及啓発活動 

 

Ⅳ 計画の期間 

 

この計画の期間は、令和３年(2021 年)度から令和 12 年(2030 年)度ま

での 10 年間とし、必要に応じて計画の見直しを行います。 
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第２章 子どもの読書活動の現状と課題 

 

Ⅰ 子どもの読書活動をめぐる情勢の変化 

 

子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創

造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上

で欠くことのできないものであり、社会全体で積極的にそのための環

境の整備を推進していくことは極めて重要です。 

国は、平成 13 年(2001 年)12 月に「子どもの読書活動の推進に関す

る法律」を制定し、平成 14 年(2002 年)８月に、全ての子どもがあらゆ

る機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができる

よう環境整備を積極的に推進することを基本理念とする最初の基本計

画（「第一次基本計画」）を定め、家庭、地域、学校等の連携・協力を

重視した施策に取り組みました。その後、平成 20 年(2008 年)３月に第

二次、平成 25 年(2013 年)５月に第三次、平成 30 年(2018 年)４月に第

四次の基本計画を定め、今日にいたっています。 

 第三次基本計画期間中においては、学校図書館法（昭和 28 年法律第

185 号）の改正、学習指導要領の改訂等、子どもの読書活動に関連する

法制上の整備がなされ、家庭、地域、学校等において様々な取組が行

われてきました。一方、依然として読書習慣の形成が十分でないなど

の課題があるほか、情報通信手段の普及・多様化等、子どもの読書活

動を取り巻く環境の変化が見られます。 

 

１ 学校図書館法の改正等 

平成 26 年(2014 年)に学校図書館法の一部を改正する法律（法律第

93 号、以下「改正法」という。）が成立し、専ら学校図書館の職務に従

事する職員として学校司書の法制化がなされるとともに、学校司書へ

の研修等の実施について規定されました。文部科学省は、改正法に基

づく学校図書館の整備充実を図るため、学校図書館の運営上の重要な

事項について、教育委員会や学校等にとって参考となるよう、その望

ましい在り方を示す「学校図書館ガイドライン」及び学校司書に求め 

 

 
学校図書館ガイドライン 
 学校図書館をめぐる現状と課題を踏まえ、さらなる学校図書館の整備充実を図るため、教 

育委員会や学校等にとって参考となるよう、学校図書館の運営上の重要な事項についてその 

望ましい在り方を示したガイドライン。 
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られる知識・技能を整理した上で、それらの専門的知識・技能を習得 

できる望ましい科目・単位数等を示す「学校司書のモデルカリキュラ

ム」を策定しました。今後は、これらの指針に沿って学校図書館整備

の取組が進められていくものと考えられます。 

 

２ 学習指導要領の改訂等 

平成 29 年(2017 年)３月に幼稚園教育要領、小学校及び中学校学習指

導要領、また、平成 30 年(2018 年)３月に高等学校学習指導要領が改訂、

公示されました。 

小学校、中学校及び高等学校の新学習指導要領においては、言語能

力の育成を図るために、各学校において必要な言語環境を整えるとと

もに、国語科を要としつつ各教科等の特質に応じて、言語活動を充実

することや、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児

童生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することが規定されていま

す。また、新幼稚園教育要領では、引き続き、幼児が絵本や物語等に

親しむこととしており、それらを通して想像したり、表現したりする

ことを楽しむこととしています。 

 

３ 情報通信手段の普及・多様化 

近年の情報通信手段の普及は、子どもの読書環境にも大きな影響を

与えている可能性があります。例えば、児童生徒のスマートフォンの

利用率は年々増加しており、平成 29 年(2017 年)度には、小学生 29.9％、

中学生 58.1％、高校生 95.9％がスマートフォンを利用しており、個人

が所有する通信ゲームや電子情報等も以前にも増して子どもたちの身

近に存在するようになっています。また、SNS（ソーシャルネットワー 

キングサービス）等、情報通信手段（コミュニケーションツール）の

多様化も近年の特徴となっています。 

子どもの実態やそれを取り巻く状況、情勢の変化を踏まえ、「新しい

時代に必要となる資質・能力」を育むことに資するという点からも、

子どもの読書活動推進の取組の充実・促進を図ることが望まれます。 
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Ⅱ 推進計画（第１・２次）期間における成果と課題 

 

本市は、平成 18 年(2006 年)４月「推進計画（第１次）」、平成 24 年(2012

年)３月に「推進計画（第２次）」を策定し、子どもの読書活動推進に取り

組んでいます。 

 

平成 10 年(1998 年)に北広島市図書館を開設し、平成 18 年(2006 年)には

大曲分館と西部小分室を新築整備し、ほかに団地住民センター図書室、西

の里公民館図書室と移動図書館車により、市民の読書活動を支えています。 

また、市図書館の開設と同時に、市民の読書活動や福祉、郷土、生涯学

習など各種様々な分野で活動を行っているボランティア団体のネットワー

ク組織である北広島市図書館フィールドネット運営委員会（以下、「図書館

フィールドネット」という。）が発足し、年間約 20 本に及ぶ読書普及事業

を企画・実施しています。その中でも、子どもの読書活動推進に関わる事

業は大きな割合を占めています。 

 

学校図書館においては、平成 18 年(2006 年)度から学校図書整備事業を

実施し、学校図書館と市図書館の連携による市内全小中学校図書館のネッ

トワーク化に着手し、本市の学校図書館における基盤整備は概ね確立され、

市図書館の協力体制の下、各学校の実情にあった読書活動推進の取組が行

われるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

移動図書館車「くまさん号」 
 約 2,000 冊の本を積載し、2 週間に一度、市内 11 ステーションを巡回し、貸出を行ってい 

る移動図書館車。図書館から遠い地域にお住いの方やお年寄り、小さな子どものいるお母さ 

んなどに利用されている。 

北広島市図書館フィールドネット運営委員会 
 平成 10 年(1998 年）に図書館の開館とともに発足。平成 12 年(2000 年）からは、市からの 

交付金による運営委員会を立ち上げ、市民のための読書普及事業などを企画・実施。主な事業 

として、「読書まつり」「古本ばくりっこ」などが開催されている。 
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平成 26 年(2014 年)度には、事業名を学校図書館活用事業へと変更し、

市内全中学校図書館において司書の巡回配置、また、平成 30 年（2018 年）

度からは、地域まるごと読書支援モデル事業として、大曲地区において小

学校・保育所等で、「まちなか司書」の巡回配置を開始しています。 

以上の取組により、平成 21 年(2009 年)度では、小学校図書館での児童一

人あたりの年間貸出冊数が約 9.9 冊、中学校図書館での生徒一人あたりの

貸出冊数は 0.9 冊であったのに対し、その５年後となる平成 26 年（2014

年）度では、小学校で 24.1 冊、中学校では 5.5 冊、令和元年(2019 年)度

においては、小学校で 22.2 冊、中学校では 13.1 冊となるなど、学校図書

館の活性化が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館活用事業 
 学校図書館を支援することを目的として、平成 18 年（2006 年）5 月に図書館に学校図書 

センターを設置。図書のシステム管理などの基盤整備・環境整備のほか、学校司書の巡回配 

置など、学校図書館の活性化へとつながる読書支援を行っている。 

地域まるごと読書支援モデル事業 
 平成 30 年（2018 年）度から、大曲地区をモデルとして、地域の小学校や保育所等を巡回 

訪問し、幼児期からの読書活動支援を連続的・横断的に推進する包括的な読書支援事業。 

まちなか司書 
 地域における家庭、学校、図書館をつなぐ役割を担う司書。まちなか司書は造語。地域ま 

るごと読書支援モデル事業では、まちなか司書１名が２校を担当し、地域の小学校を隔週ご 

とに巡回し、学校司書の業務を行っている。また、地域の保育所等を定期的に訪問し、読み 

きかせなどを通して、幼児期からの連続した読書活動を支援している。 

司書の巡回配置 
 本市では、学校司書３名が１人２校を担当し、市内中学校を隔週ごとに巡回。カウンター 

補助、書架整理、展示等の環境整備や委員会活動、授業への利用支援を行っている。 

学校図書館図書標準 
 公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書数の標準として、平成 5 年（1997 年） 

に定めたもの。小中学校や学級数から計算式し、充足率として表される。 
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また、本市における学校図書館図書標準の達成状況は、小学校・中学校

ともに 100％となっていますが、未だ古い情報が掲載された図書も多く、

新しい資料への更新、電子出版物などの新たな媒体による情報提供の導入

が今後の課題になるものと思われます。 

幼稚園、保育所等においては、平成 21 年(2009 年)度に、幼児読書活動

推進事業として、絵本巡回事業（通称「小豆（あずき）」）を実施し、令和

２年(2020 年)では市内 19 園中 16 園を巡回しています。また、地域まるご

と読書支援モデル事業では、大曲地区保育所等を「まちなか司書」が巡回

し、読み聞かせや家読（うちどく）パック（通称「こつぶ」）の配本などの

読書活動の推進に取り組んでいます。 

 

子どもの読書推進に関するホームページの制作については、未実施では

ありますが、市図書館ホームページの子ども向けページの高機能化などの

検討が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こつぶ 

 地域まるごと読書支援モデル事業の施策の一つ。乳幼児の対象年齢に合わせ絵本と家族の 

リクエスト本を司書が選び、パックにしたもの。保育所等で事前に図書館で貸出した本の受 

け渡しができるため、送迎時に「こつぶ」を受け取り、家庭庭で読書が楽しめる。 

小豆（あずき） 
 絵本巡回事業の通称。市内の保育園・こども園・幼稚園に対し、120 冊の絵本を年に 2 回、 

園間で巡回移動している。「豆次郎」の保育園・幼稚園版。 

家読（うちどく） 
 家庭内での読書活動。親子で同じ本を読む、それぞれが読んだ本についての感想を話し合 

うなどの行動を介して、読書の習慣をつけるとともに、家族間でのコミュニケーションを図 

ろうとするもの。 
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また、平成 25 年(2013 年)６月に「障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律」（法律第 65 号）が制定され、日本図書館協会が「図書館に

おける障害を理由とする差別の解消の推進に関するガイドライン」を作成

しています。その後、令和元年(2019 年)６月に「視覚障害者等の読書環境

の整備の推進に関する法律」（法律第 49 号）いわゆる「読書バリアフリー

法」が制定され、視覚障害、発達障害、肢体不自由などの「障害の有無に

かかわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受

することができる社会の実現」が謳われました。この計画は、これらの理

念に十分な配慮を加えたものとする必要があります。 

 

推進計画の策定と実施は、市図書館、学校図書館での活動に、より強い政

策的根拠を与え、着実に本市の子どもの読書活動を成長させてきました。 

今後も、「北広島市教育振興基本計画」における基本的方向を堅持したう

えで、家庭、地域、学校が一体となり、より積極的な姿勢で成果を追及し

てまいります。 
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第３章 子どもの読書活動の推進方策 

 

Ⅰ 発達段階に応じた取組 

 

生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するためには、

乳幼児期から発達段階に応じた読書活動が行われることが重要です。この

ためには、家庭、幼稚園、保育所等、学校種間の連携による切れ目のない

連続的な取組が行われること、また、家庭、地域、学校において横断的な

取組が進められることが重要です。 

【今後の方向と取組】 

 

市図書館が中心となり、幼稚園、保育所等、学校図書館、そして、高齢

者や障がい者などへ連続的かつ横断的視野で地域全体の読書活動を包括的

に支援するネットワークを構築し、幼児から高齢者までの幅広い市民が読

書活動をしやすい体制づくりを進めます。 

【施 策】 

 

１ 子どもの読書活動推進に係る体制の整備 

（１）地域まるごと読書支援事業の充実 

 

２ 障がいのある子どもの読書活動の推進 

（１）図書宅配事業「夕やけ便」の継続と拡充 

（２）障がいをもつ子どもの親や特別支援学級等との連携 

  （３）ＬＬブック・ＤＡＩＳＹ図書などの障がいに応じた資料や機器の 

     整備と普及 

 

３ 高等学校や大学等の関係機関との連携・協力 
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Ⅱ 家庭における取組 

 

子どもの読書習慣は、日常の生活を通して形成されるものであり、読書

が生活の中に位置付けられ、継続して行われるよう、子どもにとって最も

身近な存在である保護者が配慮、率先して、子どもの読書活動機会の充実

や読書活動の習慣化に積極的な役割を果たしていくことが求められてい

ます。 

また、家庭における読書は、一冊の本を媒介にして家族が話し合う時間

を持ち、絆（きずな）を深める手段として重要なものとなります。地域の

図書館においても、家庭での読書を支援する効果的な事業を実施するなど

して支援を強める必要があります。 

【今後の方向と取組】 

 

市図書館が中心となり、保育所等、学校図書館、読書ボランティアと連

携し、効果的な家読の促進を図ります。 

【施 策】 

 

１ 家庭での読書活動支援 

（１）保育所等での送迎を活用した家読パック「こつぶ」の拡大 

（２）０～３歳児を対象とした優良図書の情報提供 

 

  
夕やけ便 
 高齢者等宅配サービス事業。図書館に一人では来館することが困難な障がいのある方や高 

齢者の方に、自宅まで図書館の本を届けるサービス。 

ＬＬブック 
 「ＬＬ」とは、スウェーデン語の「LättLäst」（英語では easy to read）の略。「やさしく読 

みやすい本」のこと。日本語が得意ではない方や、知的障がいのある方など、一般的な情報 

では理解が難しい様々な方にとって読みやすいように作られている。 

ＤＡＩＳＹ図書 
 デイジー（ＤＡＩＳＹ）は、「Digtal Accessible Information System」（アクセシブルな情報 

システム）の略。視覚障がい者だけでなく、幅広い場面で情報をアクセシブルにする「シス 

テム（規格）」として、世界５０か国以上で採用されている国際標準規格。作成したものは、 

ＤＡＩＳＹ図書と呼ばれ、ＣＤや電子データの形で利用できる。 
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Ⅲ 地域における取組 

 

子どもにとって、図書館は、その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由

に選択し、読書の楽しみを知ることができる身近な施設です。また、保護

者にとっても、子どもに読ませたい本を選択したり、子どもの読書につい

て気軽に相談したりすることができるところでもあります。 

図書館は、子どもやその保護者を対象としたおはなしの会、講座、展示

会等を実施するほか、子どもの読書活動を推進する団体の支援や多様なボ

ランティア活動等の機会・場所の提供、それらの活動を円滑に行うための

研修等も行っており、地域における子どもの読書活動を推進する上で重要

な役割を果たしています。このような取組は、引き続き、図書館において

充実させていくことが求められています。 

【今後の方向と取組】 

 

図書館サービスを広く市民に提供する情報センターとしての図書館を

めざすとともに、社会情勢の変化やニーズに対応した今後の図書館の在り

方を検討します。子どもの読書については、家庭、地域、学校が一体とな

った読書活動の推進を図ります。 

【施 策】 

 

１ 市図書館と分館等の拡充 

（１）専門的職員（図書館司書）の適切な配置と研修の充実 

（２）図書館資料の整備・更新 

（３）オンラインサービスなどの情報化の推進 

（４）図書館・分館・移動図書館車等の施設、設備の計画的な運用 

（５）配本連絡車の運行充実 

（６）図書館の在り方、運営状況に関する評価等の実施 

 

 

 

 

 

 

  

配本連絡車 

 本館と分館業務をつなぐ連絡・配本用公用車。各館で予約・返却された本を翌日に受け取 

ることができるよう毎日運行している。 
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２ 資料・設備等の整備・充実 

（１）子どもの読書活動に関する図書資料の整備 

（２）インターネットを活用した予約・相談業務等の充実 

（３）図書館間相互貸借による資料提供の促進 

 

３ 市図書館における子どもの読書活動の推進 

（１）図書館フィールドネット事業との連携 

（２）子ども向け郷土資料・デジタル資料の充実と提供 

（３）子どもの読書に関する調査研究 

（４）学校や市内地域団体・教育関係団体等への団体貸出の促進 

 

４ 連携の充実 

（１） 地域読書ボランティア活動の支援・育成 

  （２）豆次郎、ブックキャラバン、ＰＯＰコンテスト等の学校連携事業 

     の推進 

  （３）幼稚園、保育所、児童館等での読書推進活動に対する支援・協力 

  （４）市の子育て等に関わる部署との連携 

 

 

ブックキャラバン 
 子どもたちが本に親しんでもらうことを目的とし、図書館に所蔵している本のなかから、 

約 1,000 冊～1,500 冊を選んで小学校に持って行き、児童に読みたい本を選んでもらい、貸出 

を行う移動図書館事業。 

ＰＯＰ（ポップ） 
 自らが紹介したい本を選び、イラストや文字などで視覚的に表現したもの。図書館職員の 

作成したＰＯＰは、本を借りるときの参考として活用され、また、小・中学校では、国語科 

を主とした言語活動における表現方法として作成されるなど、様々な目的でＰＯＰが作成さ 

れている。図書館では、作品を募集してＰＯＰコンテストを実施。 

豆次郎（まめじろう） 
 児童図書学校巡回事業の通称。小学校の各学級に 40 冊の本が入った木箱を配置。１ヶ月ご 

とに学級・学年間を巡回させ、年 3 回学校間を巡回移動している。 
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Ⅳ 学校等における取組 

 

Ⅳ-１) 幼稚園、保育所等 

 

乳幼児期に読書の楽しさを知ることができるよう、幼稚園、保育所等は、

幼稚園教育要領や保育所保育指針等に基づき、乳幼児が絵本や物語に親し

む活動を積極的に行うことが期待されています。幼稚園、保育所等におい

て、乳幼児が絵本や物語に親しむ活動の充実を促すことができるよう、地

域の図書館は、図書の整備への支援、人材の派遣などの支援を行う必要が

あります。 

あわせて、未就園児を対象とした子育て支援活動の中でも、読み聞かせ

等を推進するとともに、保護者に対し、読み聞かせ等の大切さや意義を広

く普及することが求められています。 

【今後の方向と取組】 

 

市図書館では、学校図書館の環境整備のほか、「小豆（あずき）」の実施、

また、大曲地区内の４保育所等においては「まちなか司書」が巡回するな

ど、幼稚園、保育所等の読書活動支援に取り組んでいます。今後は、地域

全体の読書活動を包括的に支援するネットワークを構築し、子どもから高

齢者までの幅広い読書活動に密着したサービスの形成を図ります。 

【施 策】 

 

１ 幼稚園、保育所等における読書活動の推進 

（１）「まちなか司書」による保育所等巡回の拡大 

（２）絵本巡回事業「小豆（あずき）」の充実 

（３）家読パック「こつぶ」による園児等への配本 

 

２ 未就園児とその保護者の読書活動の推進 

（１） キンダールームなどの定期的な開催 

（２） ０～３歳児を対象とした優良図書リストの作成と配布 

 

 

 
キンダールーム 
 就園前の乳幼児を対象としたボランティアによる絵本などの読み聞かせ事業。親子の触れ 

合いを大切にしながら、週に 1 回、本館・大曲分館で実施。 
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Ⅳ-２) 小学校、中学校等 

 

子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成してい

く上で、学校はかけがえのない役割を担っています。平成 29 年(2017 年)、

平成 30 年(2018 年)に改訂、公示された学習指導要領においても、言語活

動等を充実するとともに、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を

図り、児童生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することとされていま

す。 

これらを踏まえ、学校においては、全ての子どもが自由に読書を楽しみ、

読書の幅を広げていくことができるように適切な支援を行うとともに、そ

のための環境を整備することが重要です。 

その中でも、学校図書館は欠くことのできない基礎的な設備です。「学

校図書館ガイドライン」などを参考に、地域の図書館や他の学校の学校図

書館とは、相互に協力し合いながら学校図書館の整備・充実を図っていく

ことが重要です。 

【今後の方向と取組】 

 

学校図書館を活用し、児童生徒の豊かな感性や想像力を育む読書活動を

推進します。そのためには、市図書館と連携し、学校図書館の環境整備の

ほか、市内全中学校と大曲地区の小学校図書館の司書巡回の継続、拡大を

図ります。 

【施 策】 

 

１ 子どもの読書習慣の確立と指導の充実 

（１） 司書教諭の配置と教職員の協力体制の確立 

（２） 朝読書活動や読み聞かせ等の推進 

（３） 学校図書館を活用した学習・指導の充実 

（４） 学校読書ボランティアの導入と連携 

（５） 子どもの読書活動に関わる教職員の研修 

 

 

 

 

 

朝読書 

 学校で朝の始業前の約 10 分間、読書の習慣をつけること、授業に対する集中力を高める 

ことを目的として、各自が選んだ本を読む取り組み。読書量の増加や読解力の向上につなが 

っている。 
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２ 学校図書館の充実 

（１） 司書の学校図書館巡回の拡大と充実 

（２） 学校図書館資料の整備・更新 

（３） 市図書館、学校間での配本体制の充実 

（４） 学校図書館施設の計画的な整備 

 

３ 地域の図書館との連携 

（１） 学校図書館ネットワークシステムの運用とデータベース整備の推

進 

（２） 市図書館との連携事業の推進 

（３） 市図書館が行う子どもの読書活動推進事業との連携・協力 

  （４）市図書館職員との情報交換会の開催 

 

 

Ⅴ 子どもの読書への関心を高める取組 

 

子どもは、成長に伴い他の活動への関心が高まり、相対的に読書の関心

度合いが低くなっている状況もあることから、引き続き読書への関心を高

める取組を行うことも必要となってきています。読書への関心を高めるた

めには、友人等の同世代の者とのつながりを生かし、子ども同士で本を紹

介、推薦したり、話合いや批評をしたりする活動が行われることが有効と

考えられます。 

こうした取組を通じ、「心に残る一冊の本」と出合う読書のきっかけになる

とともに、他者の価値観に触れ、自らの読書の幅を拡げいくことが重要と考え

られます。 

【今後の方向と取組】 

 

図書館フィールドネットなど、市民との協働により、生涯にわたる読書

活動を推進します。そのためには、社会情勢の変化や市民ニーズに対応し

た図書館として、必要に応じて読書への関心を高める機会を積極的に創り

出していく取組を行います。 
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【施 策】 

 

１ 子どもの読書への関心を高める取組の実施と支援 

（１） 読書会・ストーリーテリング・ブックトーク・アニマシオンなど

の実践 

（２） ＰＯＰ作成・ビブリオバトルなど相互に図書を紹介し合う活動の

推進 

（３） 図書委員、「一日司書」等の活動促進 

（４） 読書への関心を高める手法などについての研修機会の充実 

 

  

ビブリオバトル 
 誰でも開催することのできる本の紹介コミュニケーション。発表参加者が読んで面白いと 

思った本を持って集まり、順番に１人５分間で本を紹介。それぞれの発表の後に、参加者全 

員でディスカッションを行い、全ての発表が終了した後、どの本が一番読みたくなったかを 

基準とした投票を参加者全員で行い、最多票を集めたものを「チャンプ本」とする。 

読書会 

 集団で読書に関するコミュニケーションを行うためのイベント。特定の図書やテーマに関 

する図書を読み、これを話題として発表したり、意見を交換する方式をはじめ、その場で同 

じ本を読むテキスト読書会、特定のテキストを一区切りずつ読んでいく輪読会式など様々な 

方式の読書会がある。 

ブックトーク 
 あるテーマに基づいて何冊かの本を紹介し、本の楽しさ、新たなジャンルの本の紹介やテ 

ーマに関心を持つことにより、本を読んでみたいという読書に対する興味を引き出すことを 

目的としている。 

アニマシオン 
 スペインで始まり、読書が好きになるよう導くために元気づけること。子どもたちに読書 

の楽しさを伝え、子どもが生まれながらに持っている読む力を引き出すことを目的とした読 

書指導メソッド。75 種類の手法があり、読解力、表現力、コミュニケーション力を養う効果 

がある。 

一日司書 
 図書館で開催されている「読書まつり」期間に、子どもたちが本の貸出や返本、書架整理 

など司書の仕事を体験。 

ストーリーテリング 
 語り手が物語を覚えて、聞き手に語ること。語り手が自分の言葉に直して語るところに特 

徴があり、同じ物語でも語り手によって違った味わいを持たせることができ、聞き手の反応 

を見ながら語り口を変えていくことも可能。お話を楽しみながら感受性や想像力を育て、子 

どもと本を結びつける方法として、図書館や学校などで実践されている。 
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Ⅵ 民間団体の活動に対する支援 

 

民間団体は、子どもの読書活動に関する理解や関心を高めるとともに、

子どもが読書に親しむ様々な機会を提供するなど、子どもの自主的な読書

活動を推進することに大きく寄与しています。国や地域においては、自発

的に組織された約 9,000 のグループが、子どもの読書活動を推進する一

翼を担っており、地域の教育力を盛り上げる重要なファクター（要素）と

して期待されています。 

これらの地域のボランティア団体や企業の社会貢献活動の取組等の状

況を把握するとともに、子どもの読書活動を推進する活動で公共性が高い

と認められるものについては、活動の場の確保のため、域内の公共施設の

利用に便宜を図るなど、奨励や育成の方策を講ずることが期待されます。 

【今後の方向と取組】 

 

市図書館及び分館においては、図書館フィールドネットを核としたボラ

ンティアが活躍しており、それらに対する交付金等の財政援助を行うな

ど、市民との協働による多世代の方の生涯にわたる読書活動を推進しま

す。 

【施 策】 

 

 １ 地域読書ボランティアの支援・育成 

 （１）図書館フィールドネットへの交付金等の援助 

 （２）読み聞かせ研修会などの開催 

 （３）学校読書ボランティアとの連携 

 （４）民間企業、公益団体等との連携・協力 
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Ⅶ 普及啓発活動 

 

子どもの読書活動の意義や重要性について、市民の理解や関心を深める

ために、家庭、地域、学校でのあらゆる機会を通じて読書普及活動、優良

図書等の情報提供など積極的な啓発広報活動を促進することが重要です。 

【今後の方向と取組】 

 

図書館サービスを広く市民に提供する情報センターとしての図書館を

めざすとともに、社会情勢の変化や市民ニーズに対応した情報提供を幅広

い世代に積極的に行い、市民の読書意欲を醸成するよう普及啓発に努めま

す。 

【施 策】 

 

 １ 子どもの読書活動に関する理解の促進 

 （１）「子ども読書の日」（４月 23 日）や、「こどもの読書週間」（４月 23 

    日～５月 12 日）についての市民理解の促進 

 （２）「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」の啓発事業の推進 

 

 ２ 優良図書資料等の普及 

 （１）優良図書資料の家庭、地域、学校への普及促進 

 （２）青少年の課題図書等を含む、優良図書普及活動や団体等の顕彰 

 

 ３ 各種情報の収集・提供 

（１）子どもの読書活動に関する情報の収集・提供 

 
子ども読書の日 
 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深め、子どもが積極的に読書活 

動を行う意欲を高めるため、「子どもの読書活動の推進に関する法律」では、4 月 23 日を子 

ども読書の日と定めている。 

こどもの読書週間 

 昭和 34 年（1959 年）に子どもたちにもっと本を読む場所をとの願いから、公益社団法人 

読書推進運動協議会により「こどもの読書週間」が定められた。元々は 5 月 5 日の「こども 

の日」を中心とした２週間だったが、子どもの読書へ関心の高まりを受けて、平成 12 年（2000 

年）の「子ども読書年」より、現在の 4 月 23 日（世界本の日・子ども読書の日）から 5 月 

12 日の 3 週間に期間を延長し、読書活動推進事業を実施している。 
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計画イメージ 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 

図書館 

 

中 学 校 

 

小 学 校 

 

幼稚園・保育所等 

 

乳幼児・家庭 

R12(2030) 

 

 

 

 

 

 

 

R3(2021) 

     

     

H30(2018) 

      

H26(2014)      

H23(2011)      

H21（2009） 
     

H18(2006) 

     

 

 

｜      

H13(2001)      

H12(2000)        

H11(1999)      

H10(1998)      

大曲分館・西部小分室開設 学校図書センター設置 

北広島市図書館開設・協議会設置・図書館フィールドネット発足 

「北広島市図書館資料充実プラン」策定 

児童図書学校巡回事業「豆次郎」小学校で稼働 

団体貸出の拡大：家庭文庫への貸出規定を学校・幼稚園等にも拡大 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第１次）」策定 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第２次）」策定 

図書館・学校図書館間のネットワークシステム稼働 

絵本巡回事業「小豆」幼稚園、保育所等で開始 

市内中学校の司書巡回開始 

地域まるごと読書支援モデル事業 

「まちなか司書」が大曲地区小学校２校と保育所等４園を巡回 

大曲地区で家読パック「こつぶ」開始 

地域全体の読書を包括的に支援するネットワークの構築 

情報センタ

ーとしての

図書館 

「まちなか司書」の全市的な展開 

学校図書館、保育所等の巡回、効果的な家読の推進 

生涯にわた

る読書活動

の推進 読書への関心を高める機会の創出 

読書意欲を醸成する普及啓発 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」策定 
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資料編 

 
 

１ 図書館・分館 22－23p 

（１）蔵書冊数  

（２）利用状況・資料配置冊数  

（３）年間児童書貸出実績  

（４）年齢別年間利用状況  

  

２ 学校図書館 24－25p 

（１）蔵書冊数・年間利用状況  

（２）年間一人当たりの貸出冊数の推移（小学校・中学校）  

（３）大規模改修等による学校図書館整備の進捗状況  

  

３ 保育所等 26p 

（１）「まちなか司書」保育所等巡回の状況  

（２）「こつぶ」登録率  

  

４ 審議経過 27p 

  

５ 北広島市図書館協議会委員名簿 28p 
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１ 図書館・分館 

（１）蔵書冊数（令和２年３月 31日現在） 

分  野 一般書 児童書 合  計 雑  誌 ＡＶ資料 

総記 5,380 620 6,000 

  

哲学・心理・宗教 6,277 686 6,963 

歴史・地理 11,089 3,250 14,339 

社会科学 21,546 2,581 24,127 

自然科学・医学 11,530 5,609 17,139 

技術・工学・家庭 20,231 2,077 22,308 

産業 5,807 1,193 7,000 

芸術・体育・娯楽 16,759 3,562 20,321 

言語 2,596 879 3,475 

文学 54,317 24,401 78,718 

文庫 45,277 2,084 47,361 

紙芝居 0 1,978 1,978 

絵本 11 45,080 45,091 

行政資料 4,237 0 4,237 

旅へのとびらコーナー 5,060 136 5,196 

郷土資料 10,957 413 11,370 

マンガ 2,341 17 2,358 

参考図書 5,794 360 6,154 

ヤングアダルト資料 4,077 2 4,079 

合  計 233,241 94,883 328,124 10,469 4,846 

 

 

 

（２）利用状況・資料配置冊数 （令和２年３月 31 日現在） 

                                   

 全館 本館 ＢＭ 大曲 西の里 西部 住セ 

利
用
状
況 

一般書 276,360 159,328 1,906 55,163 28,906 5,992 25,065 

児童書 109,099 59,758 739 27,234 10,242 7,163 3,963 

計 385,459 219,086 2,645 82,397 39,148 13,155 29,028 

資料配置冊数 328,124 250,950 2,071 34,160 11,146 20,085 9,712 

※ 人口一人当たり年間貸出冊数 7.20 冊 
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（３）年間児童書貸出実績（令和元年度） 

全体貸出冊数 うち児童書 全体における児童書の割合 

411,888 109,099 26.4％ 

 

（４）年齢別年間利用状況（平成 22 年度・令和元年度） 

年 齢 平成 22年度 ％ 令和元年度 ％ 

0～6歳 11,335冊 2.1％ 6,012冊 1.5％ 

7～12歳 49,670冊 9.3％ 16,277冊 4.0％ 

13～15歳 8,526冊 1.6％ 12,824冊 3.1％ 

16～18歳 5,359冊 1.0％ 4,483冊 1.1％ 

19～29歳 28,520冊 5.3％ 10,368冊 2.6％ 

30～39歳 104,844冊 19.6％ 44,986冊 10.9％ 

40～49歳 98,327冊 18.3％ 77,427冊 18.8％ 

50～59歳 64,607冊 12.0％ 51,826冊 12.6％ 

60～69歳 

165,147冊 30.8％ 

74,692冊 18.1％ 

70～79歳 90,437冊 22.0％ 

80～89歳 22,556冊 5.5％ 

計 536,335冊 100.0％ 411,888冊 100.0％ 
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平成22年度 令和元年度
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２  学校図書館  
  

（１）蔵書冊数・年間利用状況（令和元年度）   

      

市内小学校      

学校名 児童数(人) 蔵書数(冊) 充足率(％) 貸出上限(冊) 貸出数(冊) 

東部小 370 9,233 101% 2 4,977 

西部小 280 15,906 190% 3 11,671 

大曲小 473 10,459 101% 3 9,581 

西の里小 395 9,227 101% 3 5,656 

双葉小 299 9,654 105% 3 6,783 

緑ヶ丘小 223 9,021 121% 3 4,685 

北の台小 383 9,169 100% 3 10,715 

大曲東小 485 10,032 101% 3 10,721 

 2,891 82,701   64,789 

      

市内中学校      

学校名 生徒数(人) 蔵書数(冊) 充足率(％) 貸出上限(冊) 貸出数(冊) 

東部中 444 11,696 100% 3 4,096 

西部中 177 8,585 101% 3 2,158 

大曲中 467 12,773 101% 4 4,317 

西の里中 215 10,580 117% 無制限 3,928 

西の里陽香分校 12 3,144 - 2 1,868 

広葉中 199 11,174 110% 4 3,375 

緑陽中 86 9,282 138% 3 1,202 

 1,600 67,234   20,944 
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（２）年間一人当たりの貸出冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）大規模改修等による学校図書館整備の進捗状況 

年度 学校名 改修内容 
H17（2005） 西部小学校図書館 新築移転 
H19（2007） 西の里小学校図書館 大規模改修・増築 
H21（2009） 市内全校の蔵書データ化・ネットワークシステム稼働 
H21（2009） 大曲小学校図書館 大規模改修 
H22（2010） 西の里中学校図書館 大規模改修・増築 
H23（2011） 双葉小学校図書館・緑ヶ丘小学校図書館 統合による改修 
H24（2012） 広葉中学校図書館 大規模改修 
H26（2014） 市内中学校の司書巡回開始  

H27（2015） 北の台小学校図書館 大規模改修 
H30（2018） 東部中学校図書館 大規模改修 
R1 （2019） 大曲中学校図書館 大規模改修 
R3 （2021） 大曲東小学校図書館 大規模改修 
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３ 保育所等（地域まるごと読書支援モデル事業） 

 （１）「まちなか司書」保育所等巡回の状況 

巡回期間 保育所等 巡回日数 読みきかせ回数 

平成 30 年（2018 年）9月～ 

平成 31 年（2019 年）3月 

大曲いちい保育園 23 日 92 冊 

大地太陽森の家保育園 26 日 99 冊 

大曲はだかんぼ保育園 24 日 68 冊 

大谷むつみ認定こども園 27 日 159 冊 

計  418 冊 

 

巡回期間 保育所等 巡回日数 読みきかせ回数 

平成 31 年（2019 年）4月～ 

令和 2年（2020 年）2月 

大曲いちい保育園 45 日 230 冊 

大地太陽森の家保育園 45 日 182 冊 

大曲はだかんぼ保育園 45 日 141 冊 

大谷むつみ認定こども園 45 日 317 冊 

計  870 冊 

 

 

 （２）「こつぶ」登録率 

年 度 登録件数 大曲地区４園家庭数 登録率 

平成 30 年（2018 年）度 61 242 25％ 

令和元年 （2019 年）度 89 239 37％ 
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４ 審議経過 

 

年 月  日 事  項 

令和２年 ２月 20 日                   令和元年度第１回北広島市図書館協議会 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」策定につ

いての検討 

 

６月 11 日 「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」策定検討

委員会 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」素案原案

に対する検討 

 

10 月 15 日 令和２年度第１回北広島市図書館協議会 

北広島市教育委員会から子どもの読書活動推進計画（第３

次）の策定について北広島市図書館協議会に諮問 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」本素案の

審議及び決議 

 

12 月 11 日 これまでの審議での意見を元に修正し、答申書を決定 

12 月 15 日 北広島市図書館協議会から北広島市教育委員会に対し答申 

 

令和３年 ２月上旬 パブリックコメント開催（予定） 

 

３月上旬 パブリックコメント終了（予定） 

 

３月下旬 第●●回教育委員会会議 

「北広島市子どもの読書活動推進計画（第３次）」策定 

（予定） 
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５ 北広島市図書館協議会委員名簿 

氏  名 選任理由 委嘱期間 任期数 

椿野 次雄 学校教育関係者 平成 28 年 10 月 1日～令和 2年 4月 15 日 2 

金田 英司 学校教育関係者 平成 31 年 4月 15 日～令和 4年 9月 30 日 2 

川越 有紀 学校教育関係者 平成 31 年 4月 15 日～令和 4年 9月 30 日 2 

後藤 章夫 学校教育関係者 令和 2年 4月 16 日～令和 4年 9月 30 日 2 

北川 由合子 社会教育関係者 平成 24 年 10 月 1日～令和 4年 9月 30 日 5 

穴澤 直子 社会教育関係者 平成 30 年 4月 1日～令和 4年 9月 30 日 3 

岡元 亮子 
家庭教育の向上に資する

活動を行う者 
平成 22 年 10 月 1 日～令和 2年 9月 30 日 5 

小島 ひさ子 
家庭教育の向上に資する

活動を行う者 
平成 30 年 4月 1日～令和 4年 9月 30 日 2 

塚田 真理子 
家庭教育の向上に資する

活動を行う者 
令和 2年 10 月 1日～令和 4年 9月 30 日 1 

舟橋 誠 学識経験者 平成 26 年 10 月 1日～令和 4年 9月 30 日 4 

正木 美枝 学識経験者 平成 26 年 10 月 1日～令和 4年 9月 30 日 4 

工藤 祐子 学識経験者 平成 28 年 10 月 1日～令和 4年 9月 30 日 3 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

名簿順位について 

① 北広島市図書館条例第９条２による順位とする。 

  委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が任命する。 

 （１）学校教育関係者 

 （２）社会教育関係者 

 （３）家庭教育の向上に資する活動を行う者 

 （４）学識経験者 

② 同じ選任理由の場合、歴代就任順とする。 

③ ①および②が同一の場合、氏名の五十音順とする。 
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